
資料２－１

「めざす成果」の達成に向けた進行管理シート

1-1-1　市民一人ひとりが健康づくりに取り組んでいる 主な担当部： 健康福祉部

指標①【総合計画掲載指標】

計画策定時
の現状値

実績値
（H21）

中　間
目標値
（H23）

達成率

市民一人ひとりが健康づくりに取り組んでいる

市民一人ひとりが健康診断や各種健診を受診することにより、自らの健康状態を把握
し、健康管理に努めています。

「めざす成果」を達成するための施策展開（ロジックモデル） 成果を計る指標

総合計画体系

人の健康・一人ひとりがいつまでも元気でいられるまち

個別目標

健康領域・基本目標

心身の健康を維持・増進する

めざす成果

健康づくり事業の参加者数（人）

計画策定時
の現状値

実績値
（H21）

中　間
目標値
（H23）

達成率

― 69.0 ―

指標②【補完指標】

60.2

市民が、自らの健
康状態を把握でき
る環境を整える

ニーズにあった、利
用しやすい健診、
検診を提供する

計画策定時
の現状値

実績値
（H21）

食生活改善推進員養成講座修了者数
（人）

50 50.0%

健康づくり活動を担
う地域のリーダーを
育成する

指標④【総合計画掲載指標】

7,500 7,500 9,300 0.0%

指標③【補完指標】

中　間
目標値
（H23）

達成率

30 40

4.7 12.6 20.0 51.6%

肺がん検診受診率（％）

計画策定時
の現状値

実績値
（H21）

中　間
目標値
（H23）

達成率

指標⑥

指標⑤

計画策定時
の現状値

実績値
（H21）

中　間
目標値
（H23）

達成率

「めざす成果」達成の
ための要因

市が実施する事柄めざす成果

②

自ら健康づくりに取り組んでいる市
民の割合（％）

計画策定時
の現状値

実績値
（H21）

中　間
目標値
（H23）

達成率

①

③

④

市民一人ひとりが
健康づくりに取り組
んでいる

市民の間での健康
づくり活動を活発に
する

健康づくりに対する
意識、理解を高め
る

地域での健康づくり
活動を行う団体を
支援する

・ロジックモデルとは、「めざす成果」を達成するためにどのような状態が必
要か。また、その状態を実現するために市が実施すべきことは何かを論理
的に示したものです。
・左側に「めざす成果（太線）」、次に「めざす成果」達成のための要因（二重
線）、右側に市が実施する事柄（細線）をそれぞれ配置して、左から右へプ
ロセスが流れるように作成されています。
・枠の左上にある番号は、「成果を計る指標」に示されている番号と対応して
います。

・第８次総合計画に掲載されている指標を記入します。
・ただし、総合計画の指標だけでは、成果を確認することが不十分な場合は、
ロジックモデルに示された項目の中で、数値で成果を表せるものを補完指標
として設定します。
・途中のプロセスに指標を設定することにより、「めざす成果」を表す指標の達
成度が不十分だった場合、その原因を特定することができる可能性がありま
す。
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総合計画審議会記入欄

その他見直し

施策への提言

事業の効率化

構成事業に対する考え方

構成する事業の量及び実施手法に
ついて

事業の廃止・縮小

「めざす成果」の推進状況

平成21年度、22年度の
主な取り組み内容

既存事業の拡充

来年度以降の施策展開の考え方

新規事業の立案

・ロジックモデルに示される「めざす成果」達成のための要因（二重枠線）ごと
に、昨年度と今年度の取り組み内容を記入します。
・ここで記入される内容は、毎年、４月に実施している「各部の現状と課題」時
に各部が記入する現状の取り組み欄と同様の内容となります。

・「めざす成果」を取り巻く社会環境の変化、成果を計る指標の進捗状況、事
務事業評価の結果などを踏まえ、現在の事業量、実施手法で達成が可能か
を検証し、発見した課題や問題点を記入します。
・ここで記入される内容は、毎年、４月に実施している「各部の現状と課題」時
に各部が記入する課題欄と同様の内容となります。

・構成事業に対する考え方（課題、問題点）を踏まえ、来年度以降の施策展
開の考え方を、新規、拡充、廃止・縮小、事業の効率化、その他見直しの５つ
の中から該当する項目を記入します。
・ここで記入される内容は、毎年、７月に実施している「サマーレビュー」時に
各部が記入する取り組み方針と同様の内容となります。

・市から提出された内容に基づき、来年度以降の施策展開の見直しにあたっ
ての意見を総合計画審議会が記入します。
・ここで示された内容については、市長、副市長に報告し、次年度予算に反映
します。


